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研究の目的、概要、期待される効果

私たちは、ウイルス（HTLV-1、ヘルペス
ウイルスなど）による神経変性疾患（HTLV-
1関連脊髄症、ヘルペス脳炎など）および、
非ウイルス性の神経変性疾患（パーキンソン
病、アルツハイマー病および筋萎縮性側索硬
化症など）の病態を解明することを目指して
います。後者の疾患では、それぞれの病気の
原因となる蛋白質（αシヌクレイン、タウ、
TDP-43）がオリゴマーを形成し、神経細胞
に蓄積し、このオリゴマーが神経毒性を示し
ます。私たちは、ウイルスの神経病態に関与
する宿主蛋白質（USP10、G3BP1、
OptineurinおよびTIA1）を同定し、これら
が非ウイルス性の神経変性疾患の病態にも関
与していることを明らかにしました。
USP10、G3BP1、OptineurinおよびTIA1
は、神経変性疾患において、神経毒性と蛋白
質凝集体の形成を制御していました（論文1-
4）。これらの蛋白質を標的とした神経変性
疾患の治療薬の開発を目指しています。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・神経変性疾患、感染症、がん、加齢性疾患
などに関心がある企業、製薬会社および自治
体など。

認知症や運動障害などの神経変性疾患の
病態には、さまざまなウイルス感染が関与
しています。これらの病態を解明するため
に、病態モデルマウスなどを用いて、ウイ
ルス感染症と神経変性疾患を同時に解析し
ています。

神経変性疾患における神経毒性と蛋白質凝集体の分子機構
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